
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成２７年７月分） 

平成２７年８月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●スレブレニツァにおいて犠牲者追悼式典が

実施（１１日） 

 式典には、イゼトベゴビッチＢＨ大統領評議

会議長のほか、アギウス旧ユーゴ国際刑事裁

判所（ＩＣＴＹ）所長、メロン「国際刑事裁判のた

めのメカニズム（ＭＩＣＴ）」所長、チャヴシュオ

ール・トルコ外相らが出席し、発言を行った。 

 同日、ドディックＲＳ大統領は、犠牲者遺族

の苦難に敬意を払うとしつつ、スレブレニツァ

においてジェノサイドが実行されたことは認め

なかった。 

 

 

●ＢＨ大統領評議会による安定化連合協定

（ＳＡＡ）調整交渉に関する報告書の採択、ＢＨ

及びＥＵがＳＡＡ調整案に合意（１５日及び１８

日） 

 １５日、ＢＨ大統領評議会は特別会合を実施

し、ＳＡＡ調整交渉に関する報告書を採択した。

これを受けて、１８日、ウィゲマルク駐ＢＨ・ＥＵ

代表及びティニャクＢＨ・ＳＡＡ調整交渉団代

表は、ＳＡＡ調整案へのイニシャルの記入を行

った。後日、ＳＡＡ調整案の署名及び批准に向

けた手続が取られる。 

 

●ＢＨ下院において公共放送システム（ＰＢＳ）

に関する法律改正案が否決（１９日） 

 ＲＳ政党、クロアチア民主同盟ＢｉＨ（ＨＤＺ・Ｂｉ

Ｈ）及びクロアチア民主同盟１９９０（ＨＤＺ１９９
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０）の反対により、ＰＢＳ法改正案は否決され

た。 

同会合では、民主行動党（ＳＤＡ）及び「より

良き将来のための連合（ＳＢＢ）」が提案したＰ

ＢＳ法改正案に加え、ＨＤＺ・ＢｉＨ及び独立社

会民主主義者連合（ＳＮＳＤ）提案のＰＢＳ法

改正案が審議されたが、同案も採択されなか

った。 

 

●ドディックＳＮＳＤ党首及びイゼトベゴビッチ

ＳＤＡ党首が、調整メカニズムに関する合意に

到達（３１日） 

 両党首はウィゲマルクＥＵ代表の仲介により

東サラエボのレストランで会合を行い、ＥＵ加

盟に関する調整メカニズムの意思決定手続等

について合意した。この合意を経て、同じく会

合に参加していたズビズディッチＢＨ閣僚評議

会議長とノバリッチＢＨ連邦首相は、これまでＩ

ＭＦによる新規融資の条件となりつつも署名を

見送っていた趣意書（letter of intent）への署

名を行い、ＩＭＦに送付した。同日中に、ハーン

欧州近隣政策・拡大担当欧州委員が、同合意

の成立を歓迎する旨を自身の Twitter で発言

した。 

  

（２）エンティティ、特別区 

ア スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ国民議会（ＲＳＮＡ）が、ＲＳ内での国勢

調査に関する法律案を採択（１３日） 

 ＲＳＮＡの会合では与野党を問わず、「１３年

のＲＳにおける人口、家計及びアパートに関す

る国勢調査結果の公表プロセスに関するＲＳ

法案」に賛成票を投じ、反対票は投じられなか

ったが、非セルビア系政党による「祖国」連合

は議論のあと退席し、投票に参加しなかった。 

 同法案は、ＲＳ統計庁が、１３年国勢調査の

ＲＳ領内における集計結果を独自に公表する

ことを定めており、７日にＲＳ政府が採択した。 

 

●ＲＳＮＡが「ＲＳの日」に関する住民投票の

実施を決議（１５日） 

 ＲＳＮＡは、１月９日を「ＲＳの日」として祝うべ

きかをＲＳ市民に問う住民投票を１６年９月２５

日に実施すると定める決議を採択した。同決

議案には、全てのセルビア系政党が賛成した

一方、非セルビア系政党らによる「祖国」連合

は議論の後に退席し、投票に参加しなかった。

同連合は、この決議案に対して、ＲＳ民族評

議会で「民族の死活的利益（ＶＮＩ）」に基づく拒

否権の申立てを行う意向を示した。 

 １月９日を「ＲＳの日（共和国の日）」と定める

「休日に関するＲＳ法」については、ＢＨ憲法裁

判所が違憲判決を下している。 

 

●ＲＳ民族評議会のボシュニャク議員団が「Ｒ

Ｓの日」に関する住民投票決議及び国勢調査

に関するＲＳ法案に対してＶＮＩに基づく拒否権

を申立て（２２日） 

 ＲＳ民族評議会ボシュニャク議員団は、ＲＳ

ＮＡによる「ＲＳの日」に関する住民投票決議と、

「１３年のＲＳにおける人口、家計及びアパート

に関する国勢調査結果の公表プロセスに関す

るＲＳ法案」に対して、ＢＨの法制度に反すると

して、ＶＮＩに基づく拒否権の申立てを行った。 

 ２７日、同申立てについてＲＳ民族評議会で

の意見調整が試みられたが失敗。これにより、

本件の審議は、ＲＳＮＡ及びＲＳ民族評議会の

合同会合に付託されたが、２８日に行われた

同会合でも調整がかなわず、本件はＲＳ憲法

裁判所による審議に付託された。 
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イ ブルチュコ特別区 

●ブルチュコ特別区議会において１６年同特

別区予算案の採択不成立（２７日及び２８日） 

 ２７日及び２８日の会合では、複数の法案が

採択されたが、現在暫定予算が執行されてい

る１６年度ブルチュコ特別区予算案は、協議さ

れつつも採択手続は取られなかった。 

  

２．外政 

（１）多国間、国際機関 

●ＢＨへの新規融資を承認するＩＭＦ執行委員

会の延期発表（７日） 

 パロディＩＭＦ・ＢＨ事務所長は、ＢＨ側からの

趣意書への署名及び送付が行われていない

ため、７月１５日に予定していたＩＭＦ執行委員

会が延期されたことを伝えた。その後、ズビズ

ディッチＢＨ閣僚評議会議長及びノバリッチＢ

Ｈ連邦首相が趣意書への署名を拒んだことが

発表され、ツビヤノビッチＲＳ首相からは遺憾

の意が表明された。 

 ７月１５日のＩＭＦ執行委員会では、ＢＨへの

拡大信用供与措置（ＥＦＦ）による新規融資を

承認することが予定されていた。 

 

●ワルシャワＮＡＴＯ首脳会合へのイゼトベゴ

ビッチＢＨ大統領評議会議長の参加（８日及び

９日） 

 ９日の会合での演説において、イゼトベゴビ

ッチＢＨ大統領評議会議長は、アフガニスタン

でのＮＡＴＯ軍への協力について述べた。本会

合において、ＢＨの加盟前計画（ＭＡＰ）発効

に関する議論はなかった。 

ＮＡＴＯ首脳会合には、イゼトベゴビッチＢＨ

大統領評議会議長のほか、ペンデシュＢＨ国

防相、ツルナダクＢＨ外相等がＢＨから出席し

た。 

 

●ステチュツィ中世墓石群がユネスコ世界文

化遺産に認定（１７日） 

 認定されたステチュツィ（Stećci）中世墓石群

は、ＢＨ、セルビア西部、モンテネグロ西部、ク

ロアチア中央部及び南部にまたがる３０箇所

で見られる地域特有の中世（１２世紀から１６

世紀）の墓石群。 

 ユネスコ世界遺産委員会は、１０日から１７

日まで行われた会合の後、本件を含めて新た

に２１箇所を世界遺産として登録することを決

定した。 

 

●ＥＵ外相理事会の開催（１８日） 

 ＢＨ国内では、同日のＥＵ外相理事会におい

て、ＢＨのＥＵ加盟申請に関する議論が行わ

れることへの期待があったものの、本件は議

題に設定されなかった。 

 

（２）要人往来、国際会議等 

●フランス主催による西バルカン首脳会合が

パリで開催される（４日） 

 同会合はオランド・フランス大統領が主催し、

ＢＨからはズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長

が出席。ほかに、アルバニア、コソボ、マケド

ニア、モンテネグロ、セルビアの政府代表が参

加したほか、クロアチア、スロベニア、ドイツ、

イタリア、ＥＵからも代表者が出席した。 

 同会合では、①ＥＵ加盟及び域内協力、②

連結性（connectivity）と貿易、③若者、④移民

及びテロ及び急進化との戦い、が主要な論点

となった。 

  同会合の機会に、ズビズディッチＢＨ閣僚

評議会議長はメルケル・ドイツ首相と会談。ド

イツによる農業分野における技術的及び財政
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的支援や、ＢＨの政治情勢について協議し

た。 

 同行したツルナダクＢＨ外相は、エロー・フラ

ンス外務・国際開発相と会談を行った。ツルナ

ダクＢＨ外相は、今会合でトピックとなる若者

の問題は、ＢＨにおいて優先事項の一つであ

ると伝えた。 

 

●ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長が「スレ

ブレニツァ追悼の日」のためにロンドン訪問、

ハモンド英外相と会談（１１日） 

 ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長は、英国

によるＢＨのＥＵ・ＮＡＴＯ加盟プロセスへの支

援に謝意を伝えた。 

 ハモンド英外相は、ＢＨによる改革アジェン

ダにおける義務の履行への期待を表明し、Ｂ

Ｈが英国の外交政策の優先事項の一つであ

ることを伝えた。 

 

●シュミット・ドイツ農相のＢＨ訪問、ＢＨ大統

領評議会及びズビズディッチＢＨ閣僚評議会

議長の会談（１３日） 

 ＢＨ大統領評議会との会談の中で、シュミッ

ト農相は、今回訪問の目的は、ＳＡＡの調整後

のＥＵにおける競争に備えるためにＢＨ経済を

支援するうえで、ドイツが具体的に何をすべき

かを策定することにあると伝えた。イゼトベゴ

ビッチＢＨ大統領評議会議長は、農家を直接

支援するためのメカニズム設置の重要性を述

べた。 

 ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長との会談

では、シュミット農相は、改革アジェンダの進

行を称え、ＳＡＡへの署名を行う時期であると

呼びかけた。 

 これらの会談後の記者会見において、シュミ

ット・ドイツ農相は、安定化連合協定（ＳＡＡ）の

調整案が採択されれば、ドイツ及びＥＵがＢＨ

の農業を支援することを伝えた。 

 

●ツルナダクＢＨ外相のキューバ訪問、ロドリ

ゲス・キューバ外相、マルミエルカ・キューバ

外国貿易・投資相等との会談（１５日） 

 ツルナダクＢＨ外相とロドリゲス・キューバ外

相は、二国間関係の発展について協議した。

ツルナダクＢＨ外相は、両国間に懸案事項が

ないことを確認し、特に貿易分野において両

国間の交流がより深まるべきと述べた。ツル

ナダクＢＨ外相は、特に製薬及びバイオテクノ

ロジー分野でキューバとの協力関係を深める

希望を伝えた。 

 マルミエルカ・キューバ外国貿易・投資相と

の会談では、特に観光、農業及び製薬業分野

における協力関係強化の可能性について協

議が行われた。 

 

●ツルナダクＢＨ外相のカナダ訪問、ディオ

ン・カナダ外相との会談（１８日及び１９日） 

 ツルナダクＢＨ外相とディオン・カナダ外相と

の会談では、両国間の関係強化、特に、ＢＨ

国民の査証取得手続きの簡易化及び両国に

おける名誉領事の設置等が協議された。両外

相は、様々な分野で合意の締結に向けた取

組みを強化することに合意した。経済面では、

協力関係発展の可能性が指摘され、ＢＨにお

けるビジネス環境の改善とカナダ市場におけ

るＢＨ企業の存在感向上の必要性が合意され

た。 

 

●ゴイコビッチ・セルビア議会議長のＢＨ訪問、

イゼトベゴビッチＢＨ大統領評議会議長との会

談（２５日） 

 イゼトベゴビッチＢＨ大統領評議会議長は、
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ゴイコビッチ・セルビア議会議長に対して、隣

国との良好な二国間関係維持はＢＨの最優先

事項であると伝えた。両国は、主権及び領土

的一体性への尊重を基に、政治的関係の向

上への取組継続を表明した。懸案事項は建設

的な対話を通じて解決すべき点で一致した。 

 

●ツルナダクＢＨ外相のベオグラード訪問、ダ

チッチ・セルビア外相との会談（２６日） 

 会談において、両外相は、オリンピック開催

期間中のリオデジャネイロで、セルビア大使館

がＢＨ国民に対して領事業務及び保護業務を

行うことについて合意した。 

 

●ツルナダクＢＨ外相のマルタ訪問、プレカ・

マルタ大統領及びヴェッラ・マルタ外相と会談

（２７日） 

 ツルナダク外相は、今回の訪問が両国間関

係の向上に寄与することへの期待を表明した。

両国間の経済関係は低い水準にあり、かつ下

降傾向にあることが指摘され、特に観光分野

における協力の重要性が指摘された。 

ツルナダク外相は、ＢＨのＥＵ加盟の意思を

伝え、英国ＥＵ離脱に関する住民投票の後も、

ＥＵ加盟プロセスに変化はないと伝えた。ヴェ

ッラ・マルタ外相は、１７年１月から６月まで、

マルタがＥＵ理事会議長国となり、ＢＨのＥＵ

加盟プロセスを支援すると述べた。 

 

３．経済 

（１）経済指標 

●雇用／失業者数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年５月のＢＨ

全体の雇用者数は７２４，８３３人。１６年５月

の失業者数は５１８，８５７人で失業率は４1．

７％（前月比０．２％減）となった。 

 

●平均給与 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年５月のＢＨ

における平均給与は８３８ＫＭ（約４２８ユーロ）

で、前月比１５年５月との比較で名目１．０％

増となった。 

 

●消費者物価指数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年６月は、１

６年５月と比較して、消費者物価指数は平均

で０．３％の減少。年間比較では、平均１．５％

減少した。 

 

●銀行部門 

 ＢＨ中央銀行によると、１６年５月末時点でＢ

Ｈ国内の銀行による融資総額は１６８億ＫＭ

（約８５億９，０００万ユーロ）で、１６年５月と比

較して１．４％の上昇。国内銀行への預金総

額は１６６億９，０００万ＫＭ（約８５億３，３００

万ユーロ）で、１５年５月と比較して７．６％の

上昇となった。 

 

●貿易額 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１月から６

月のＢＨの輸出額は４５億１，１６０万ＫＭ（約２

３億７００万ユーロ、１５年同時期と比較して２．

９％増）、輸入額は７７億１００万ＫＭ（約３９億

３，７００万ユーロ、１５年同時期と比較して０．

８％増）となった。 

・輸出相手国上位５ヵ国（貿易額、１６年１月か

ら６月）：①ドイツ（７億５，５００万ＫＭ／約３億

８，６００万ユーロ）、②イタリア（５億７，４７０万

ＫＭ／約２億９，３８０万ユーロ）、③クロアチア

（４億７，６４０万ＫＭ／約２億４，３６０万ユー

ロ）、④オーストリア（３億６，６８０万ＫＭ／約１
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億８，７５０万ユーロ）、⑤セルビア（３億４，５１

０万ＫＭ／約１億７，６４０万ユーロ） 参考：日

本（６９万５，０００ＫＭ／約３５万５，０００ユー

ロ） 

・輸入相手国上位５ヵ国（貿易額、１６年１月か

ら６月）：①ドイツ（９億６，８８０万ＫＭ／約４億

９，５３０万ユーロ）、②イタリア（９億２，３６０万

ＫＭ／約４億７，２２０万ユーロ）、③セルビア

（８億６，８９０万ＫＭ／約４億４，４３０万ユー

ロ）、④クロアチア（７億１，９３０万ＫＭ／約３

億６，７８０万ユーロ）、⑤中国（５億２，８２０万

ＫＭ／約２億７，０００万ユーロ） 参考：日本

（４，５５５万ＫＭ／約２，３３０万ユーロ） 

＊上記数値はいずれも原産国及び仕向国に

よる算出。 

 

●観光客数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年５月、ＢＨ

にはのべ１３４，８４９人（うち日本からは９３０

人）の観光客が訪れ、前月比で４２．７％増、

前年比１２．９％増となった。 

 

（２）経済政策、公的事業 

●サラエボ空港が旅客ターミナルの新規建設

を含む改修計画を策定（３日） 

 同空港の経営陣が採択した改修計画による

と、近い将来、新規ターミナルの建設又は既

存ターミナルの拡張を、費用を考慮して決定

する。同計画では、ＶＩＰラウンジの設置、駐車

場、オフィスビルの建設等から始まり、１７年

には滑走路及び誘導路の拡充を開始すること

が予定されている。 

 ４年前、サラエボ空港の旧経営陣は改修計

画を策定し、欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）から

の融資を確保していたが、利用客数が既存タ

ーミナルの稼働能力内にあったため計画は中

止された。 

 

●「RiTE Ugljevik」社と三菱日立パワーシステ

ムズ社が、ウグレヴィック火力発電所の排煙

脱硫装置建設について契約書に署名（１１日） 

 三菱日立パワーシステムズ社は、同建設事

業の入札において、７，９００万ユーロを応札し

て選出された。 

 建設される装置は、同火力発電所における

二酸化硫黄排出量を９９パーセント削減し、２

００ミリグラム／Ｎ㎥にすることを目標としてい

る。建設事業は１９年初旬に完了する予定で、

建設資金について日本政府からの円借款を

受ける。 

 

●ＢＨ連邦政府がタバコ会社「Fabrika Duhana 

Sarajevo（ＦＤＳ）」社の株式売却を発表（２５

日） 

 ＢＨ連邦政府は、保有するＦＤＳ社の株式３９．

９％（１２８万１，７１２株中５１万１，４７８株）を

売却することを発表した。 

 

●ＢＨ閣僚評議会が１７年から１９年の公的投

資計画を採択（２８日） 

 公的投資計画には、計２６１事業、総額１８

億９４８万ＫＭ（約９億２，５１７万ユーロ）分の

情報が記載された。その中で、社会経済的発

展を目的とした事業には１２億５２６万ＫＭ（６

億１，６２３万ユーロ）が振り分けられた。 

 

（３）支援、援助 

●欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）が洪水からの

道路網復旧事業に最大６，５００万ユーロの融

資を発表（１３日） 

 ＥＢＲＤは、道路網の向上により、７０％の貨

物と９０％の人的移動を陸送に頼っているＢＨ
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において、地元企業による製品の輸送や、サ

ービスの向上や通行の安全に寄与すると伝え

た。融資はＢＨ連邦道路公社に対して行われ、

欧州投資銀行及び世界銀行も他の道路分野

に対して並行的に融資を提供する。 

 

●ブルチュコ特別区政府が同特別区の通関

地の近代化を目的としてＥＢＲＤの融資を受け

ることを決定（２５日） 

 ＥＢＲＤからの融資額は１，０００万ユーロで、

既存の鉄道路線の移動及び更新等に利用さ

れる。同融資の条件は、返済期間１５年、返済

猶予期間３年、利率１％で、うち３００万ユーロ

は贈与される。 

 

●オランダ政府がビイェリナ市の下水処理施

設及び下水道設置を支援（２６日） 

 ２６日、ベバンダＢＨ財務相とランメルツ駐Ｂ

Ｈオランダ臨時代理大使が、ビイェリナ市下水

処理施設及び下水道設置事業に関する６５０

万ユーロの贈与協定に署名した。同事業では、

９，２３７㎥の容量を持つ下水処理施設が設置

される。 

 

（４）民間企業 

●クウェート「Al Diyar Real Estate」社及び「Al 

Diyar Construction」社がサラエボ近郊に観光

施設の建設を計画（１９日） 

 同計画は、サラエボ近郊のイリジャ（Ilidza）を

建設予定地としている。建設面積は６５，０００

平方メートルで、滞在施設のほかに２，０００

平方メートルの湖を含む。 

 

●ノビ・グラード（Novi Grad）に中国「CAMCE」

社がセメント工場を建設予定（２１日） 

 マリッチ駐中国ＢＨ大使は、中国国営企業

「ＣＡＭＣＥ」社が、１６年中にノビ・グラードにセ

メント工場を建設する予定があると述べた。同

大使によると、本件の投資額は約８，０００万

ユーロに及ぶ。 

 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


